
項 ⽬ 内 容

名称 ガルシニアインディカ、コクム [英]Garcinia indica、Kokum [学名]Garcinia  

indica

概要 ガルシニアインディカはインドに⾃⽣するフクギ科の常緑樹。コクムとも呼ばれ、

種⼦脂が化粧品に、果実がスパイスとしてカレーなどに⽤いられる他、インドなど

では伝統的にアーユルヴェーダに使⽤される。

法規・制度 ■⾷薬区分

・ガルシニアインディカ (インドマンゴスチン/コバノマンゴスチン/Kokum) 果

⽪︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料)

」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・ガルシノールを含む (PMID:34959738) 。

分析法 -

有効性

ヒ

ト

で

の

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当らない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当らない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=34959738&dopt=Abstract


評

価

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当らない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当らない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当らない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当らない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当らない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当らない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当らない。

その他 RCT︓国内

・⼆⽇酔いになりやすい男性34名 (平均45.0±6.9歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検

クロスオーバー無作為化プラセボ対照試験において、アルコールを摂取した翌朝に

ガルシノール含有ガルシニアインディカ抽出物を低⽤量 (18.0 mg) または⾼⽤量

(36.8 mg) 摂取させたところ、⾃⼰評価による⼆⽇酔い症状のうち、⼆⽇酔い (試

験⾷品摂取4時間後) 、吐き気 (3時間後) の改善が認められた。また、低⽤量群での

み、⼝渇感 (3時間後、4時間後) 、頭痛 (2時間後、3時間後) 、めまい (3時間後、4 

時間後) 、腹痛 (4時間後) の改善が認められた (V 706240013) 。
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